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木
曽
を
詠
ん
だ
詩
歌
と
地
名
歌
、
地
名
句

―
木
曽
の
観
光
の
基
礎
的
文
献
―

　

楯

英

雄

瓶師ン

そ
の
代
表
者
と
し
て
作
家
幸
田
露
伴
が
お
り
、
露
伴
は
明
治
21
年
冬
の
木

ラ

ー

詩
歌

の
ふ
る
さ
と
木
曽

曾
路
を
歩
き
・
名
作

『風
流
仏
』
(
ふ
う
り
ゅ
う
ぶ
つ
)
を
著
し
て
い
る
・

膨

木
曽
は
中
世
の
都
の
貴
族
・
僧
侶
等

の
文
化
人
に
よ
っ
て
・
「
歌
枕
」
(風

正
岡
子
規
が
木
曽
路
を
歩

い
た
の
は
明
治
翠

6
月

の
こ
と
で
、
『か
け

地

景
歌
)
と

し
て
歌
わ

れ
て

い
る
。

は
し

の
記
』
を
残
し

て
い
る
。
子
規

は
24
年

の
旅
を
元
に
、

翌
明
治

25
年
漢

木
曽

の
麻

衣

(あ
さ
ぎ
ぬ
)
、
木
曽

の
か
け
は
し
、
木
曽

の
風
越

(か
ざ

詩

『岐
蘇
雑
詩
三
十
首
』
を
あ

ら
わ

し
て

い
る
。

こ
し
)
山
、
寝
覚

の
床

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の

「歌
枕
」

は
、
京
都

の
文
化
人

子
規

の
高
弟

で
子
規
俳
句

の
忠
実
な
継
承
者
、
高
浜
虚

子
は
、
明
治

27
年
、

が
木
曽
ま

で
旅
し
た

の
で
な
く
、
木

曽

の
美

し

い
名
勝
地
を
入
れ

て
歌

に
詠

『木
曽
路

の
記
』

を
残

し

て

い
る
。

こ

の

『木
曽

路

の
記
』

は
、

子
規

の

ん
だ
だ
け

の
も

の
で
あ
る
。

『か
け
は
し
の
記
』
が
紹
介

さ
れ
て

い
る
の
に
、
子
規

の
高
弟

で
俳
句

の
世

木
曽
谷

の
景
勝
地

が
現
実
的

に
知

ら
れ
、
歌
に
詠

ま
れ
る
よ
う

に
な

っ
た

界
で
著
名
な
高
浜
虚
子

の

『木
曽
路

の
記
』

は
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
な

い
。

の
は

一
五
八
○
年
代

以
降

の
こ
と

で
、
江
戸
時
代
に
入

っ
て
、
中
仙
道

が
五

以
後
多
く

の
歌
人
、
俳
人
、
詩
人
。

そ
し
て
作
家
、
画
家
が
国
鉄

開
通
後

街
道
と
し

て
整
備
さ
れ
て
か
ら
で
あ

る
。

木
曽

を
訪

れ
多
く

の
詩
歌
を
発
表
、
刊
行

さ
れ
て

い
る
。

俳
句
が
新
し
く
加

わ
る

の
は
、
松

尾
芭
蕉

の
更
科
紀
行

の
貞
享

5
年

(
一

木
曽

の
景
勝
地
、
風
光
が
ど

の
よ
う
な
形

で
、
風
景
歌
、
風
景

に
な

っ
て

六
八
八
)
以
降

の
こ
と

で
あ
る
。

い
る
か
を
紹
介

し
、

こ
れ
ら

の
詩
歌
を
広
く
紹
介

し
た

い
。

地
元

で
も

ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て

い
な

い
も

の
に

■
川
柳
」
が
あ
る
。

そ

の

題
材
と
な

っ
た
の
は
、
源
平
の
戦
乱
期
に
、
木
曲
.
で
育

っ
た
源

(奮

.
義

2

木
曽
の
北
隣
塩
尻
の
人
々
が
詠
ん
だ
木
曽

仲
で
あ
る
。
そ
れ
も

「
木
曽
殿
」
と
し
て
で
、
田
舎
者
の
代
名
詞
と
し
て
で

あ
る
。
木
曽
義
仲
の
川
柳
は
江
戸
時
代
後
期

の
流
行
で
あ
る
。

塩
尻
市
は
国
鉄
中
央
西
線
、
現
在
の
J
R
東
海
の
中
央
西
線
、
国
道
19
号

明
治
時
代
、
国
鉄
中
央
本
線
が
全
通
す
る
明
治
44
年
以
前
、
木
曽
を
歩

い

線
で
木
曽
と
深
く
結
ば
れ
、
平
成
の
大
合
併
で
旧
木
曽
郡
楢
川
村
が
塩
尻
市
に

て
東
京
、
大
阪
、
京
都
な
ど
の
都
市
を
旅
す
る
者
が
紀
行
文
や
詩
歌
を
残
し

編
入
さ
れ
た
。
信
濃
川
の
源
流
の
奈
良
井
川
も
深
く
か
か
わ
り
、
塩
尻
市
洗
馬

D

て
い
る
。

地
区
に
は
奈
良
井
川
の
河
岸
段
丘
が
発
達
し
て
い
る
。
塩
尻
市
の
■
ぶ
ど
う
」
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